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発刊のあいさつ
富山大学長 時　澤　　貢
本学は平成11年に創立50周年を迎え、11月13日には記念の式典を挙げこの慶事を祝うこ
とができました。諸般の事情で遅れていた記念事業の一つである「五十年史」もようや
く上梓する運びになりました。
顧みますと、富山大学は昭和24年５月31日、「国立学校設置法」の施行により、旧制の
富山高等学校、富山師範学校、富山青年師範学校、富山薬学専門学校、高岡工業専門学
校の５校を統合して、新たに文理学部、教育学部、薬学部および工学部の４学部からな
る、学生定員690人の新制度の国立大学として発足しました。
第２次大戦後の荒廃と激動の中で発足した新制大学は、国家利益に奉仕する少数のエ
リート集団の育成を目指した戦前の高等教育の在り方に対する反省から、世界の平和と
社会全体の発展に寄与する人材の育成を目指すことを創設の理念としました。本学もそ
の一翼を担うものとして創立されたわけであります。
新しい大学は、一般教育の理念にたって広く知識を授けて知的能力を高め、深く専門
の学芸を教授し応用能力を展開させるとともに、道徳的、人間的にも品位ある人材の育
成を目的とするとともに、教育研究の高度化を目指し、地域における学術文化の中心と
なるべきことを志向してきました。
その後、昭和28年には経済学部、昭和32年には経営短期大学部の創設と順調に発展して
まいりましたが、昭和40年代には大学紛争という試練をうけ、昭和51年には薬学部が、昭
和53年には和漢薬研究所が富山医科薬科大学へ移行するという大きな変遷がありました。
一方、昭和52年には文理学部が人文学部と理学部に独立し、長年の課題であったキャン
パスの統合も昭和60年に工学部が高岡市からの移転を終えて完了し、教育研究両面で機能
が一段と向上することになりました。現在５学部、４大学院研究科、保健管理センター、
水素同位体科学研究センター、地域共同研究センター、総合情報処理センター、生涯学
習教育研究センターおよび留学生センター等を擁する総合大学へと発展してきました。
学生数でみると、入学定員では、大学院生を含めて1,700余人、学生総数は7,300余人、
そのうち約200人の留学生を数えます。教職員は811名となっております。学生も数では
発足当時の約３倍、国際色豊かな学園となりました。また、これまでの50年間に約４万６千
余人の卒業生、修了生を社会に送り出し、国内外の様々な分野で活躍をしています。
この間における本学の発展は、ひとえに国、富山県、地域社会をはじめとする各界各
位の絶えざるご支援、後援会、同窓会、先輩教職員諸氏のご努力の賜物であり、これら
の方々のご尽力に心から敬意を表するとともに感謝を申し上げます。
しかし近年、科学技術の発展や社会経済の国際化が急速に進む一方で地球規模の環境、
資源問題や食糧人口問題などが深刻化し、さらに少子高齢化が進むなど社会は急激な変
化を遂げつつあります。こうした変化にともない、大学に対する社会の期待もこれまで
以上に高まり、またそれゆえに大学の在り方に対して厳しい批判の目が向けられるように
なってきました。
さらに、国立大学にはその設置形態の変更も含めた独立行政法人化が提起され、我が
国の高等教育や学術研究は厳しい行財政改革の中で、世界水準の教育研究の推進と創造
的な学術研究が期待されるという厳しい課題を迫られております。
こうした批判に応えて、本学では新しい世紀に向け、国際化社会へのさらなる躍進を
促す独創的、先端的な開発能力を有する人材の育成を目指して新たな改革に邁進してい
るところであります。
50周年を契機に、21世紀に個性輝く大学として発展できるよう、一層の改革に努めるべ
く教職員一同決意を新たにしているところであります。今後とも、皆様方の温かいご指
導、ご鞭撻、ご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
また今回の記念事業は、極めて厳しい経済環境にありながら、富山県、県内外の各企
業や団体、同窓会、その他多くの方々から賜りました温かいご寄付によりまして実施す
ることが可能になりました。ご厚意に心からお礼を申し上げます。
最後に、この「五十年史」を刊行するにあたり、多大なご尽力をいただいた年史編纂
委員はじめ学内外の関係各位に対し深甚なる謝意を表するものであります。
平成12年１月
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